
 

〇本校では、緊急時の対応として、3つのレベルを想定しています。 

緊急レベル 状 況 判 断 下校時の対応 

Ⅰ 安全確保に配慮が必要な場合 

（例）荒天、遠方での凶悪事件発生等 

要所での指導・見

守り、通常下校 

ミニ児可 

Ⅱ 一部方面、校区全体の安全確保に配慮が必要な場合 

（例）不審者出没、荒天（強風・視界がよくない） 

方面別引率下校 保護者迎えの場合のみ 

ミニ児可 

Ⅲ 危険性が継続し、確実に保護者に引き渡す必要があ

る場合 

（例）大規模災害、近隣で日中のクマ出没、凶悪事件

の発生等 

引き渡し下校 

（教室もしくは多目的室で 

保護者に引き渡す） 

  

それぞれ、対応が必要な場合は、すぐーるを利用して保護者の皆様にお伝えします。 

緊急レベルⅢの「引き渡し下校」につきましては、保護者の皆様に御協力をいただきますので、その流れにつ

いて御確認ください。 

 

 

 

＜連絡方法＞ 
 
 緊急レベルⅢと判断した場合、保護者の皆様にはすぐーるで「引き渡し下校」になる旨をお伝えいたします。 
 
＜このように行います＞ 
 
 お知らせした時間以降に、来校し、教室までお越しください。その際、校内が混雑している場合は一方通行に
なりますので、お知らせ掲示の指示に従って教室でお子さんを引き取ってください。兄弟がいる場合は、順にお
迎えに行ってください。お子様を引き取る際には必ず担任にお声掛けを
お願いします。 
  
＜すぐに引き取りに来られないときは…＞ 
 
 指定の時刻までに引取りのない児童は、人数や時間に合わせて広い場
所で集めてお迎えを待ちます。遅くなってもお子さんだけで下校させる
ことはありませんので、どなたかが必ずお迎えにいらしてください。 
 
＜お車で来校する場合＞  
 
 正門から入り、グラウンドに駐車していただきます。グラウンドでは、
一方通行に御協力ください。 
 
※今年度は、7月 17日（金）5校時に保護者引き渡し訓練を行います。 
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【弾道ミサイル発射に関わるアラート発信時の行動について（登校前）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もしも、登校前に Jアラートが鳴ったら・・・ 

□（事前に）発信があった場合の避難行動の指導・確認 

 ・特に登校中の場合については、家庭の状況に応じて確認しておく。 

  例）自宅近くなら自宅に。学校近くなら学校に。近くの建物（家・店舗・駅 等）に。 

Jアラート発信 

在宅の場合 登・下校中の場合 

【自宅待機・避難行動】 

・できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋

へ移動する。 

・窓及びカーテンを閉め、机の下に身を隠すなど

して頭部を守る。 

・各家庭で J アラートの情報に基づき判断。 

 テレビやラジオなどの緊急放送で安全が確認

されるまで（J アラートで通過確認され、着水

したなど）各家庭の判断で登校を控える。 

【避難行動】 

・登校済の場合は、そのまま校舎で避難。 

・事前の確認に基づき、近くの建物へ避難する

等、身の安全を確保する行動をとる。 

〇近くに適当な建物がない場合は、物陰に身を

隠すか地面に伏せ、頭部を守る。（特に目・耳を

守る。） 

〇登校（下校）途中なら、家か学校の近いほうに

避難する。 

※迷ったら近くにいる大人に助けを求める。 

 

 日本の領土・領海の上空を通過。 

 日本の領海外の海域に落下など 

安全が確認された旨の通知を確認後、 

すぐーるで避難行動の解除連絡 

 避難行動の解除連絡後、登校再開となります。

再開の連絡後、一定時間を過ぎても登校しない

場合は、学校から御連絡いたします。 

J アラートとは、弾道ミサイル情報・津波情報・緊急地震速報など、対処に時間的に余裕のない事

態に関する情報を国から送信し、市町村防災行政無線等を自動起動することにより、国から住民ま

で緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。 

【安全に関わるお願い】 

 参観・懇談等、学校行事の際や登下校の際に、校地内に駐車したり、学校周辺に駐停車したりすることはお

控えいただいております。体調が悪い児童のお迎え等に限り、校地内に駐車し、お子さんを引き取っていただ

くことにしておりますので、御理解と御協力をお願いします。また、校地内や校舎周辺の道路でスピードを出

して、運転している車も見かけます。児童の安全に関わりますので、速度超過のないよう安全運転でお願いし

ます。また、やむを得ず、校地内に車で入る際は、最徐行でお願いします。 


